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	１　教科の目標
○　地理的事象に対する関心を高め、広い視野に立って諸地域の特色を考察・理解し、地理的な見方や考え方の基礎を培い、地理的認識を養う。
○　世界の諸事象を位置や空間的な広がりとの関わりでとらえ、人々の営みなどと関連づけて考察し、地域的特色や地域の課題をとらえる。
○　歴史事象に対する関心を高め、わが国の歴史の大きな流れを、世界の歴史を背景に各時代の特色をふまえて理解する。
○　わが国と諸外国の歴史や文化が相互に深く関わっていることを理解し、他民族の文化、生活などに関心をもち、国際協調の精神を養う。

２　学習内容と指導計画
	
	学習内容
	学習のねらい
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	【地理的分野】
第１章　世界の姿





第２章　世界各地の人々の生活と環境



第３章　世界の諸地域
　１節　アジア州

　２節　ヨーロッパ州

　３節　アフリカ州

　４節　北アメリカ州

　５節　南アメリカ州

6節 オセアニア州

第４章　世界のさまざまな地域の調査




【歴史的分野】
第１章　歴史の流れをとらえよう




第２章　古代までの日本








第３章　中世の日本





第４章　近世の日本（前半）



	
地球表面のようすを地球儀や世界地図を活用してとらえ、地球上の位置の表し方や球面上の位置関係を捉える技能や知識を身につける。
地球儀や世界地図を活用し、世界の地域区分や国々の名称と位置などをもとにして、世界の地域構成を捉え、おおまかな世界地図を書けるようにする。
世界各地における人々の生活のようすとその変容について、自然及び社会的条件と関連づけて考察し、世界の人々の生活や環境の多様性を理解する。

世界の諸地域について、各州にくらす人々の生活のようすを的確に把握し、それぞれの州の地域的特色を理解する。











世界の諸地域にくらす人々の生活のようすを的確に把握できる事象を取りあげ、主題を設定して追求し、世界の地理的認識を深めさせ、世界のさまざまな地域または国の調査を行う際の視点や方法を身につける。


歴史上の人物や出来事などについて調べたり考えたりする活動を通して、時代区分や時代の移り変わりに気付く。
中学の歴史学習を始めるにあたり、歴史に対する興味・関心や歴史を学ぶ意欲を高めていく。

日本列島において人々の生活が始まり、やがて国家が形成されていった過程のあらましを、東アジアの動きと関連させて理解する。
国家のしくみが整えられ、その後、天皇や貴族の政治を展開した古代までの流れを大きく捉える。
古代の日本において、国際的な要素を持った文化から、やがて文化の国風化が進んでいくことを理解し、文化財に対する関心を高める。


武家政権が誕生して、武士の支配がしだいに全国に広まり武家社会が発展していったという大きな時代の流れを理解する。
モンゴルの来襲、日明貿易、琉球の国際的役割など、東アジアと密接な関わりが見られたことや、それが国内の政治に影響をおよぼしたことを理解する。

織田・豊臣の諸政策を通して、日本が統一に向かう動きを理解する。
ヨーロッパ文化の伝来や東南アジア各地への日本人の渡航など、対外関係が活発になっていったことを理解する。



３　学習方法
【地理的分野】
○地図帳を活用しながら、位置を確認し正確な知識を身につける。
○資料集やプリント等を活用しながら、さまざまな国の特色について理解を深める。
○ワークを用いて、日常の学習内容を整理・復習する。
【歴史的分野】
　○さまざまな出来事の流れを整理する。
○さまざまな出来事を、原因・結果・影響（変化）といった視点でまとめ、理解する。
○年表を活用し、世界の動きと日本の動きを比較しながら整理する。
○資料集（年表・地図・写真・文献など）を使い、事象を確認する。

４　評価の観点と評価方法
	評価観点
	評価項目
	評　価　内　容

	社会的事象への　関心 意欲・ 態度
	ノート提出
	基本的な内容が整理できているか。

	
	ワーク等提出物
	ていねいな学習ができているか。
丸つけ、間違い直しができているか。

	
	授業態度
	意欲的に授業に取り組めているか。

	社会的な思考・判断・表現
	定期テスト
	さまざまな事象を客観的にとらえることができているか（原因や背景、関係性が理解されているか）。

	
	課題学習
	さまざまな事象に関心をもち、課題学習に意欲的に取り組めているか。

	資料活用の技能
	定期テスト
	資料をもとに学習内容が理解できているか。

	
	課題学習
	資料を活用し、課題学習に取り組めているか。

	社会的事象についての知識・理解
	定期テスト
（小テスト）
	学習内容をきちんと理解できているか。







